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〇 就活
　YC校ではオリエンテーションの流れで就職説明会を行いました。早いようですが1年後に卒業するということはすでに就職活動が始まっているということですね。KC校では入学式の式辞の中で1年後の自分の姿（仕事に選ぶ分野また場所など）を具体的に想像して、今すぐに目標を設定しましょうと述べました。情報収集も早いほどいいと思います。早いほど希望の就職先に出会えます。
　私も学生たちと同じ席に座っていろいろな内容を聴いていると19歳くらいの気持ちになりました。気持ちだけはいつでも若返ります。学校に勤めていて楽しいことはこんなところにもあります。
　ここで一つ若者たちにアドバイスがあります。私はそれなりに生きてきたのでいろいろな経験をしてきました。そんな私は今回の講義の説明を聴きながらその内容のどれもが具体的なイメージとして頭に浮かんできました。そのため時間を長く感じずに眠くもなりません
でした。ただどうしても少々眠気に襲われている人も見受けられま
した。眠くなる理由はいくつかあると思いますが、一つにはまだ経
験がなく具体的なイメージが浮かばないということがあるでしょう。
座学でも同じですが、文字ばかりを追っていると抽象的な情報なの
で眠くなります。聞いた内容をできるだけ具体的に映像として思い
浮かべることを勧めたいと思います。
〇 準備
　KC校では実習室を見学に行きました。器具の扱い方、道具の説明、持ち物への記名など具体的な実習の準備が始まっています。安全と衛生のためには大切な心構えですが、それだけでなく道具などへは愛情をもって接してほしいと思います。調理師・パティシエがおいしく美しい料理やお菓子を作っている姿はかっこいいですが、それと同じように後始末で洗ったりしている姿も私はかっこいいと思います。

〇 自校自賛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　KC校調理師科の2年生は現在介護食士の講座を受けています。私も近い（？）将来お世話になる食事です。検食をしながら気づいたことは伝えていきたいと思います。このたびの献立は豆づくしで通常の食事に近いものでした。どの味付けも満足のいくものでした。食の
分野は非常にたくさんあるものだとあらためて思います。
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